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ノーリフティングケア導入への経緯

以前より「ノーリフティングケアケアを取り組みたい」という意識は

ありましたが、なかなか現場で浸透せず福祉用具もうまく活用するこ

とができていませんでした。

「持ち上げない・抱え上げない・引きずらない」ことを前提に、介助

する側・される側双方の心身に負担のかからないケアを、職員体制が

整った現在なら可能と判断し、今一度目指したいと考えました。

また取り組むにあたって、正しい知識を勉強したいと思いノーリフ

ティングケア普及啓発事業への参加を決意しました。



取り組んだ課題

１．福祉用具の正しい知識と技術を身に着ける

ノーリフティングケアの考え方に対しては数年前より共感し、
移動式リフトやその他福祉用具の購入をすすめていましたが、
正しい使い方が分からない状態で介護現場ではなかなか浸透
しませんでした。



具体的な取り組み

ノーリフティング普及啓発事業への参加

研修を受けることで正しい福祉用具の使い方
を学ぶことができました。



具体的な取り組み

学んだ知識を復習する時間を作る

個別研修で学んだ事を職員会で再度復習しました。また個別
研修に参加できなかった職員もいたので全体に周知すること
ができました。



取り組んだ課題

２．利用者様のベッド上での過ごし方を見直す

目的：生活する中ベッド上で安楽な姿勢が保て、筋緊張軽減
や拘縮予防に努めることができる。

方法：ポジショニングの見直し

介護職員は介助をする上で必要な身体の構造や動きの基礎を
学び身体とベッドの接触面の方向や圧を確認する力を身につ
けていく必要があると考えます。



具体的な取り組み

個別研修を受けポジショニングの知識を学ぶ

個別研修にて姿勢の見方・整え方を学ぶことができ
ました。



具体的な取り組み

講師の助言を元にポジショニングの見直しを行う

ポジショニングの見直し 不足していたクッションの購入



具体的な取り組み

クッション購入後にポジショニング実施

ベッドと身体の隙間が多く クッション使用後は上肢の力も抜けてリラックスした表情
全身に力が入っていた となっていた

講師から得た助言内容を写真付きでベッドサイドに提示し各職員が統一し
たポジショニングを実施することができた。



取り組んだ課題

３．職員の腰痛軽減
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負担の大きい介助姿勢

身体をひねる ４％

しゃがむ ８％

持ち上げる ２０％

長時間の同一姿勢 ２８％

前かがみ ４０％



具体的な取り組み

介助する時に負担のかからない身体の使い方を学ぶ



ノーリフティングケア導入後の職員の変化

他部署の理学療法士の助言・指導も受けて、車椅
子・ベッド上での安楽姿勢を意識する事ができる
ようになりました。



今後の課題

・福祉用具を現場で使用していく為には何度も復習していく
必要あると感じました。職員がいつでも練習できる場所と時
間を設けていく。

・利用者のアセスメントシートを作成し状態に合わせた福祉
用具の選定をしていく。

・12月中旬から2月中旬にかけて施設内でクラスター感染が発
生しノーリフティングケアの取り組みが行えなかった。
導入後アンケートは後日提出します。



今後の取り組み

隔離期間が長期化するとADLの低下が
見られる利用者もおられました。

隔離対応時でも行えるケアを検討していく。

今回研修で学んだことを継続して行けるよう
にノーリフティングケアの取り組みを進めて
いきたいと思います。



ご清聴ありがとうございました。
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